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■ 研究発表論文

オ ー ス トラ リア ・ シ ドニ ー の 高齢者所有の 庭に対する

ガ ー デ ニ ン グサ ー ビス に関する研究
AStudy　of　the　Gardening　Services　for　the　Gardens　of　Elderly　People　in　Sydney，　Australia

伊藤美希子
’
　 杉田　早苗

”
　土肥　真人

”

Mihiko　I7
一
「O　　Sα nae 　Sひ（］1

「
TA　　Mas αto［）OHJ

Abstract：This　paper 　includes　the　analysis 　of　gardening 　volunteering 　systems 　in　Sydney，　Austraha ．　Questionnaires　were 　distrib−

uted 　and 　interviews　conducted 　on 　service 　staffs ，　clients 　and 　vQlunteers 　at 　the　gardening 　service 　associations 　of　Sydney，　in　carr ｝
・ing

out 　this　research ．　As　a　result ，　the　fQllowing　conclusions 　were 　obtained ，1）Garden　maintenance 　is　a　big　issue　for　elderly 　people　and

people　with 　a　disability，　as　91％of 　elderly 　people　have　their　own 　house　and 　80，3％of　Australian　dwelhngs　include　a　garden ．2）These
elderly 　residents 　rely 　heavily　on 　the　gardening 　service 　provided　to　maintain 　the　gardens ，　The　services 　are 　able 　to　convert 　their

gardens　intQ　safe 　and 　IQw　maintenance 　gardens　with 　community 　volunteers ．3）The　services 　produce 　a
“
secondary 　benefit

”
that

being　the　opportunity 　for　the　volunteers 　to　contribute 　to　and 　participate　in　the　community 　with 　the　elder1 ｝
・clients 　and 　friends．

Additionally，　they　are 　able 　to　develop　their　own 　gardening 　skills 七hrough　their　service 　to　the　clients
’
gardens．

Keywords ： 9α rden ，9α rdening ，θ配 ε r‘y　peoPle，　volunteers ，　community

キー
ワ
ード；庭，ガーデニ ン グ，高齢者，ボ ラ ン テ ィ ア，地 域

1．研究 の 背景 と目的

　高齢化 は 現代社会が 抱え る 大 きな 変化の 一
つ で あ り，こ れ は 日

本及 び先進国 も抱 え る世界的規模の 課 題 と な って い る。オ ース ト

ラ リア
・ニ

ュ
ー

サ ウ ス ウ ェ
ール ズ州 （以下 NSW 州）で は 行政 に

よ る助成 の もと，高齢者，障害者及 び介護者を 対象 と して 在宅ケ

ア の 様 々 な サ
ービ ス が 提 供 さ れ，その 中に 自宅で 暮 らす に は欠か

せ な い 庭 の 手入 れ を行 う ガ
ー

デニ ン グサ
ー

ビ ス が 存在す る。目本

で は 高齢者福祉 と して 介護保 険が あ るが，庭 の 手入 れ は補助 の 対

象 とな らな い 。そ こで 本研 究 で は，まず ガーデ ニ ン グサ
ー

ビス の

成立 背景 で あ る，オ
ー

ス トラ リア の 社会福祉や住宅様式を 明 らか

に す る。その 上 で ガーデ ＝ ン グ サービス の 活動実態 を明 らか に し，
ス タ ッ フ ，利 用者，ボ ラ ン テ ィ ア の 意 識 を把 握 し，ま た こ の サ

ー

ビス の 社会的意 義に つ い て 明 らか に す る こ と を 目的とす る 。

　 既往研究で は オ
ー

ス トラ リア の 福祉制度 に 関す る研究 と して，
オース トラ リア と H 本 に お け る社 会福祉及 び高齢 者福 祉 に つ い て

の 比 較研究
D

や ケ
ー

ス ス タ デ ィ を 通 して 高齢者 在宅福祉サ
ー

ビス

に お ける地方 自治体の 役割 と特徴 を検討 して い る もの
1／，地 域 ケ

ア に お け る チーム 。ア プ ロ
ーチ ・ネ ッ トワ

ー
ク形 di3／

，
に つ い て の

研究が あ る 。 また ア メ リカの コ ミ ュ ニ テ ィ ガ
ー

デ ン の 実 態に 関す

る研究
4〕

は見 られ る もの の ，個人の 庭を 対象 と した ガ
ー

デ ＝ ン グ

サ
ー

ビス の 実 態 に つ い て 把握 して い る研 究 は管 見 で は見 られ な い。

　 2章で オ
ー

ス トラ リア に お け る高齢者福祉の 現 状及 び 庭の 維持

管理 に つ い て 概観 し，ガ
ー

デニ ン グサ
ービ ス 発足背景を把 握 す る 。

3章 で は NSW 州 シ ドニ
ー

の 団体を 対 象 と して 文 献調 査 と ヒ ア リ

ン グ調査 か ら，サ
ー

ビス の 活動実態 を把 握 す る。 4章で 団体 ス タ ッ

フ ，利用者，ボ ラ ン テ ィ ア の 意 見 を把握 し，5章で 結論 とす る 。

2，高齢者福祉と庭 の維持管理 の現 状

（1） オ
ー

ス トラ リアの 高齢者へ の 社会 福祉の 変遷 と現 状

　オ
ー

ス トラ リア は 20 世 紀初 頭 に は世 界 に 先駆 けて 老齢 年金制

度が創設 され る等，世界 で最 も早 く各種 の 社会保 障給付の 制度が

成立 した 国で あ る 。 社会保 障全体 の 歴史 的変遷 を見る と き，連邦

政府成立 か ら 4 つ の 時期に わ けて考え る こ とが で き る
5／，

（図
一1）。

中で も大 きな変化 は 1970年代 に 起 こ っ た 施設 ケ ア か ら地域 ・在
宅ケ ア へ の 移行 で あ る 。こ れ は欧米 で 施設 ケ ァ か ら地 域 ・在宅 ケ

ア へ 理 念の 転換 が行 われた 点，ま た財政 負担 が連邦政府 と入所者

の 両方 に かか った こ と等 が理 由 と して 挙 げ られ る。1983年 に 政

権 に つ い た 労働 党は 1985 年か ら施 設ケ ア 部 門 と地域 ケ ア 部 門の

両方 を 含む総合 的な 高齢 者ケ ア改革 に着 手 し，同年 に本格 的な地

域 ・在 宅 ケ ア の 取 り組 み と して 「Home 　and 　Community 　Care

（以 下 HACC ）」 （地域 ・在宅 ケ ァ法） を成 立さ せ た 。　HACC プ ロ

グ ラ ム は オ
ー

ス トラ リア 政府 と州 政府 の 合 同 プ ロ グ ラ ム で あ る

（表
一1）。 2003年 12月時点で HACC が 補助す る 団体 は 3000団

体 あ り，多 くの 非営利 団 体に 資金を 提供 し，年間 70万 人 に サ ー

ビ ス を 提 供 して い る
’i） 。本研究で 対象 と す るガ ーデ ニ ン グ サ ービ

ス は，HAGC プロ グラ ム の 「家 の 改修，維 持管 理」 の サ ービ ス

に あた る 。

（2） 庭 の維 持 管 理 の 現 状

　 オ
ー

ス トラ リア の 住宅形式 は戸建住宅，テ ラ ス ハ ウ ス ，アパ ー

トの 3種 類 に 大 き く分 か れ て お り，庭 を有す る と考え られ る 戸建

住 宅 及 び テ ラ ス ハ ウ ス は，合 わせ て 8 割強 で あ る （図
一2 ）

T）。
　庭 を所有 して い る場合 に は維持管理が必須で あ り，庭師 を雇 っ

た 場合，年 間約 960豪 ドル 以．ヒかか る と概算 され て い る
s〕。ま た
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表
一1　HACC プ 囗 グ ラ 厶 の 概要

図一2　 オース トラ リ ア の 住 宅形成の 割 合

表
一2　 NSW 州の ガーデ ニ ン グサービ ス 団体
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図一3　 ガーデ ニ ン グ サ

ービス 団体の 活動範囲

表
一3　 団体 ス タ ッ フへ の ヒ ア リン グ調 査 概 要

380

高齢者 の 持 ち家率 を見 て み る と 91％ と 高 く
9｝

多 くの 高齢者 が庭

を所有 し且 つ そ の 維持管理を行 っ て い る と考え られ る。

3 ．ガーデ ニ ン グ サ
ービス の 活動 実態

　 シ ドニ ー
にお けるガーデ ニ ン グサービ ス の 実態を明 らかに する

為，調査対象を 選定 し ，ヒ ア リ ン グ調 査及 び 団体 刊行物 の 文献調

査 か ら ガ
ー

デニ ン グサ
ービ ス の 活動 実 態 につ い て 把握 す る 。

　 ガ
ーデニ ン グサ

ー
ビ ス は NSW 州 の み に存在 し

’°／’　16団体が 活

動 して い る （表
一2）。本研 究 で は イ ン ナ

ー
シ
．
ドニ

ー
で 活 動 す る

6団 体 （a ）〜（f）を 調 査 対象 と し （図
一3），こ れ らに 対 し ヒ ア リ

ン グ 調査 を 実施 した （表
一3）。 団体概要 を表

一4 に 示す。
　（1） 団 体沿 革 及 び各 団 体間の 関係

　 団体 〔a）．（b）は地 域住民 が 自治体 に 助成 を 求 め設立 した サ
ー

ビ

ス で あ り，そ の 他団体 は 行政か ら の 要請 もし くは団体 （a），（b）に

倣 っ て 設立 した もの で あ る。団体 （a ）は 園芸療法協会 の 3 人の ボ

ラ ン テ ィ ア が 自治体 に 対 し て 助威 を要請 し，試行 的に 活 動 した 。
半年 後 に は ボラ ン テ ィ ア 4人で 利用者 3工人を抱え る　

‘
Ku −ring −

gai　Easy 　Gardening
’

と い う団体 を 設立 し，そ の 後 HACC か ら

の 助成 を得，活 動地域 を広 げ法人化 した 。一
方，多 くの 団 体 の 設

立 に も関与 し，現在で も設立支援を 行 っ て い る。団体設立 時 に は

団体 間 で書類作成や作業 工程 の 指導等支援 を行 い ，現在で は半年

に
一

度 16団体 で 連 絡 会 を 開き，団体間 で 情報を 共有 して い る 。
　（2）団体の 活動 目的

　 団体 （a ）〜（e ）は 前述 の HACC の 助 成を受 けて い る為，同プ ロ

グ ラ ム の 狙 い に 沿 い ，高齢者，障害者，介護者を対象 と し て ，可

能な 限 り長 い 期間 自宅生活が 存続で きるよ う，安価 な 庭の 手 入 れ

を行 うこ とを目的 として い る。単に庭 の 手入 れを 行 うだ けで な く，
利用者 に とって の 庭の 管理作業が 軽減 され るよ う，ロ

ー
メ ン テ ナ

ン ス な 庭 に 作 り替え る こ と も目 的 と して い る。団 体 （f）は HACC
か ら の 助成を得 ら れて い な い が ，自治体 の 助成に よ り ロ

ー
メ ン テ

ナ ン ス を除い て は他 団体 と同様の 日的を掲 げ活動 し て い る。
（3 ）団体の 活動範 囲 と所属組織

　各団体 は自治体の 行政 区域に沿 って活動 して い るた め，行政 区

域 内 の 住民 が サービ ス の 対象 と な る。所属組織に つ い て は 団体

（a ）の み が 独 立 し て 組織化 さ れ て い る が ，そ れ以 外 は 各 行 政 区 に

存在 する コ ミ ュ
ニ テ ィ セ ン ター内に他サ ービス と併設 され て い る 。

配 食サービス 等複数 の サービス を受 けて い る 利用 者 も お り，利用

者 に 関す る 情報を他サ
ー

ビ ス の ス タ ッ フ と共有す る こ とが で き る。
（4 ）団体人 員及 び業務 内容

　独 立 して 組織化 され て い る団体 （a ）は 9 名 の 専属 ス タ ッ フ を 持

つ が，そ の 他 団体で は 専属 ス タ ッ フ は 1 〜3人程で あ る。会計 業

務や ボ ラ ン テ ィ ア の 雇用業務 は，併設 されて い る他サ
ービ ス ス タ ッ

フ や コ ミ ュニ テ ィセ ン ター内ス タ ッ フ に よ って も処理 さ れ て い る 。

　 1 回の 作業 の ため の 業務 は ，経済状況及 び 庭の 査定を 行 うた め

利用者 を訪 問 して 作業者用 に レ ポートを残 し，サービ ス の 日程調

整，ボ ラ ン テ ィ ア の 人 員調 整 を 行 う こ とで あ り，各団体 1 利用 者

に 対 して 年 2回 程 度 の 訪 問を実施 して い る （図
一4 ）。

　団 体 は常 に地 域内で ボ ラ ンテ ィ ア の 雇用を行 い ，彼 ら に 勢定方

法等 の 訓 練 を行 って い る。作 業 時 に は多 少の 危 険 も伴 う こ とか ら

ボ ラ ン テ ィ ア に 保険 を か け た り，利用者 の 家屋 内を 通 り裏庭 に 入

る こ とか ら，無犯 罪証 明 を必要 と して い る団体 もある。
　 こ の 他．利 用 者 の 庭 で の 活 動以外 に ，団体 （b）で は 唯

一
植物 の

栽培 ス ペ ー
ス を所有して お り，挿木や 苗で 増や した植 物を利用 者

の 庭 に植 え て い る。 庭 の 手入れ を行 うボ ラ ンテ ィ ア だ けで はな く，
こ の 栽 培 を 行 うボ ラ ン テ ィ ア も い る。団 体 （f）で は ボ ラ ン テ ィ ア

の 確保 が困難な た め，契約庭師を雇 っ て サ
ー

ビス を運 営 して い る 。
　ま た 活動財源 は ．半分以 上 が HACC の 補助 に よ る が，そ の 他 に

自治体か ら の 助成 サ ービ ス料金，寄付等 が あ る。支 出 は ス タ ッ
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ビス 団 体の 概 要
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図
一4　 ガーデニ ン グサ ービ ス 団体の 業務内容工 程

フ の 人件 費，ガ
ー

デ ニ ン グ道 具，ボ ラ ン テ ィ ア雑費等が あ る。
（5）サ

ービス 作業人員，内容及び作業工 程

　ガーデ ニ ン グ サ ービ ス の 作業 は ボ ラ ン テ ィ ア に よ る チーム が組

ま れ，ス タ ッ フ 又 は 園芸知識 の あ る チ ーム リ
ーダーを中心 に ，査

定時に作 成 された資料 を参考 に作業分担 や計画 を立て 作業 を進 め

て い く。ま た サ ービ ス 利用 以前 の 庭 は 手入れ さ れず荒れ て い る 場

合が あ り，枝 が伸 び て危 険で あ った り，喘息 の 原 因 と な る 草 が 生

え る等，ボ ラ ン テ ィ ア に注意 を促す必要 もある。

　主 な 作業内容は草む し り，剪定，マ ル チ ン グで あ る。草 む し り

や 剪 定 作 業 時 に は，利用 者に 逐
一確 認 を とって作 業 して い る 場合

が 多い 。こ れは，例え植物 が枯れて い た として も利用者 に と っ て

は大事な 思い 出で あ り，特に 高齢 とい う こ とで ，他界 した 配偶者

の 思い 出を残 す こ と を希 望す る場 合が あ る か ら で あ る。さ ら に 認

知症の 利用者に とって は剪定の 決定が下せ な い 場合 もある た め，
家族 に 来て もら うな ど慎 重 に 接 して い る。また，マ ル チ ン グ は保

湿 を 目的 と して 行 う もの だ が，ウ ッ ドチ ッ プの 下に 濡 ら した 新聞

紙 の 東を敷 くこ とで 半年 間雑草の 生え て こ な い 庭を作 り出 し，同

様 に 植物の 植え 方を工 夫 して 雑草の 生 え に くい 花壇 を 作る な ど，
利用 者の 日常の 維持管理 を軽減化 させ て い る 。
　作業 1†r に はボ ラ ン テ ィ ア の た め 「モ

ー
ニ ン グテ ィ

ー
」 と呼ば れ

る 休憩時間 を と り，ボ ラ ンテ ィ ア 同士 の 交流 が 生 まれ て い る。こ

こ で は 簡 単なお菓子 と お茶を ス タ ッ フ が 用意 し歓談の 時 とな っ て

い る が，利用者が 同席す る こ と も多 く，利用者 と ボ ラ ン テ ィ ア の

交流 の 機会 とな っ て い る。
（6 ）サ ービス 供給料金

ラ ン ドス ケ
ープ 研究 69（5），2006

　 サ
ービ ス 料金は 団体毎 に 基準を設定 して お り，各団体の 料金 は

一
般の 庭師 と比 較す る と約 1／6〜lflOの 料金 に な る 。

こ の 料金

は作 業 に 用 い る ウ ッ ドチ ッ プや雑草 等の 廃 棄処 理 費に 使 わ れ る。
又，利用者の 経済状況 に よ っ て 無償で サ

ー
ビス を 提供 す る 場合 も

あ る。な お，労働力を提供 して い るボ ラ ン テ ィ ア は無償 で あ る。

4 ．ス タ ッ フ ，利用者及び ボ ラ ン テ ィ ア の 意識

　ガ ーデ ニ ン グ サービス 関係者 の 意識 を把握す る 為，ス タ ッ フ

12 名 に サービス の 長所，改善点等 に つ い て ヒ ア リ ン グ調査 行い ，
利用 者 9 名 に 対 して 庭に 対す る 意識 とサ

ー
ビス に つ い て 対面式 ア

ン ケ
ート調査を行 い

LD ，ボラ ン テ ィ ア に も活動 に関す る意識を聞

くた め に ア ンケ
ート調査を行った （表一5 ）。

表一5　 調 査の 概要

畳
　　　 20D4年11月〜2QO5年1月 脳 年 11月〜ユ2月

　　　　 ス タッ7 犯 名 〔代衷看昏 1名
韈 脚

及び敏ト ムリ
ー
ダ
ー3名繊 軒菖

　　　鑼 リー外 1 名、専門藤 1 名誕
融 囎 鰐 蠏 奪門庭鰍 名）

サ
ービス灘用肴 9名

〔団鉢¢ 聡 名、（齠 名，
佛2名〕

赫 ンティア 59 名
（積 3 名に配布 し

名圓収｝

靉 驪 1ヒアリング

　　　 　 α5〜a5時閤

対面 鱒 ンケ悸

α5〜1β晦間

酬 ずンケ渉

〔園駁率 412％）
轍 紛 報 “鯉

黼
桷
璽 覊 糲

響 毒 轡覊夢

・
纏に関する案態と意識
・ガーデニングサービλに閥
る案態と憲識
・庭への 意識〔距鞴 面｝

・歩 セ
’
スに苅する

飄
・活動申に得たもの
・活勦への 慧識

（1） ス タ ッ フ の意 識

　 ガ
ー

デ ニ ン グ サ
ー

ビス に 関 す る ス タ ッ フ の 意 見 は 84件 あ っ た

（図
一5）。サ

ー
ビ ス に 関 す る意 見 （28）と．利用 者 に 関 す る意 見

（29）は ほ ぼ 同数 で あ り，ス タ ッ フ が サ
ー

ビス の提供 と 同等に提 供

先 の 利 用 者に 対 して 気 を配 っ て い るこ と が わ か る 。 ボ ラ ン テ ィ ア

に 関す る意見（11）と各団体 に 対 す る意 見 （11）は 同数 で あ り，こ の

他に 利 用者 とボ ラ ン テ ィ ア の 交流に 関す る意見 （5）が得 られ た 。

　サービス に 関 して は 資金 不足 な ど くサービス に 関す る 問題 点〉

が 最 も多 か っ た。〈サービス へ の 誇 り〉で は 「こ の サ
ー

ビ ス は 素

晴 らしい と思い なが ら運 営 して い る」 との 意見 か らサービス に 誇

りを持って 運営 して い る こ とが わ か る 。利用者 に 関 して は ，　 〈利

用 者の 立場の 尊重〉が 最 も多 く 「庭 の 手入 れが 出来ずに 放 っ て お

くこ と しか で きな い 高齢者 は とて もか わ い そ う」 「
一

人暮 ら しの

利用者 に 怯 え させ な い よ う努 め て 友 好 的 に 接 して い る」 「歴 史 が

あ る の で 思 い 出の 木や 花をな くさな い よ う に 注 意 して い る」 と高

齢で あ る利用者 に 配慮 して い る。利用者が 庭を所有す る こ とに つ

い て 「何 も考 えず に 庭仕事を して い る時が リラ ッ ク ス で き，庭 を

持 ち続 け た い 気持 ちが わ か る」
一

方，「戸 建 に 付 い て くる 庭 の 手

入 れが 億劫 な の で 利用者の 気持 ちが わ か る」な ど庭を 持 つ 利点 と

困難 さ の 両方 を理 解 して い る。利用者 に 関す る問題 と して は く予

約待 ち〉 が大勢 い る こ とが 挙 げ られ，こ れ は 〈ボ ラ ン テ ィ ア に 関

す る問題点〉 に あ る ボ ラ ン テ ィ ア の不足が 原因だ と考 え られ る 。

　利用者 とボ ラ ン テ ィ ア の 交流 に 閼 して は 「利 用 者 は庭 の 手 入 れ

の サ
ー

ビ ス を得 る だ け で な く．交 流 とい う副 産 物 も得 て い る。」

（B4）

莉用者とボランティアの 交流（5＞

科用者 に饑する意艶（29）

■利 期 者 へ の配 慮（18）
一一一一

｝

卜利用轡 立墻 の導璽  　　 l
I ・利用者 へ の対露方法（5）　 　 聾

ヒ墨鰹製 拠しi3〈Jt．．一．．．一．．一．1
墜 利用 者に 関する閤顯点（9）　

一一“・
l

i：驫瀧 隆識 鷸 都 ）iや　　　ココ　ロ　−　−ロ−　−　−−　　　ロ　ロ　ロ　ロ　−　ロ　ロ　−
壓 利顯者から得られる書び（2）

　 　 各団体 に関する意見 （11）
蘯 他団体 との比 較（5）
鐫 殳慮 時の罌係 （5）
璽 その 他（1）

図
一5　 ス タ ッ フ の 意見
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　　　　　　　　　　　　　　　　　且 つ 利用者 に とって 好ま しい

　　庭 へ と作 り替え て い る こ と が

　伺え る。ボラ ン テ ィ ア と くお

　　茶をす る等〉の 交流を持ち，
　　利 用 後の 庭が 〈サービ ス ，ボ

　　ラ ン テ ィ ア を 想 起 〉 さ せ ，
　　〈地 域 へ の 親 し み〉 が 増 して

　　い た。サ
ー

ビス を 選 ん だ 理 由

　　と して くコ ミ ュ ニ テ ィ サ
ー

ビ

　　ス は 安全 そ う〉 と考 え られ て

　 　お り，こ の 安 心 が能 動 的参 加

　　を 促 して い え る と考 え られ，
　　サ

ー
ビ ス 訪 問時 に は く交流 も

　　楽 しみ 〉に 感 じて い た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　庭 へ の 意 識 に 関 し て は ，
表
一7　 利 用 者 の 意 識 （サ ービ ス ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈庭 は 必要 〉で あ り く楽 しん

　　で 〉い た。しか し くガーデ ニ

　　ン グ は 楽 し くな い 〉 と の 意見

　　もあ り，「健康 な時 は ガーデ

　　ニ ン グ が 好 き だ った が ，病気

　　で 庭 の 予入れ がで きな い 今，
　　もう楽 しい とは言え な い 」 こ

　　と か ら，利用者の 健康状況が

　　庭 と の 関わ り方 に 影響を与え

　　て い る こ とが わか る。
　　 （3）ボ ラ ン テ ィ ア の 意識

　　　ボ ラ ン テ ィ ア の 意識を図…

　　6 に 示す。ボ ラ ン テ ィ ア は 活

　　動を 通 じて くサービ ス の 必 要

　　性〉 を 認 識 し，＜サ
ー

ビ ス の

　　提供す る維持管理は役 に 立 っ
　 　て い る〉 と思 っ て い る こ とか

　　らや りが い を 感 じて い た 。 ま

　　た 活 動時 に は くボ ラ ン テ ィ ァ

　　との 交 流〉 及 び 〈利用 者 との

　　交 流〉が あ り，サ
ー

ビス を 通

　　じ くガ
ー

デ ニ ン グ情報〉〈ガ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　デ ニ ン グ技 術 〉〈友 人 〉 を 得

　　 表一8　 利用者 の価値 （庭）　　　 て お り，ボ ラ ン テ ィ ア

「利用 者に とって こ の サ
ービ ス は社会 的 活 動 の 一

つ 」 との 意 見か

ら，サ
ービ ス の 受 益 者 で あ る利 用 者 は ボ ラ ン テ ィ ア との 交 流 と い

う能動的参加 を行 っ て い る との 認 識を ス タ ッ フ は持 っ て い た。
（2 ＞利用者の意識

　 サ
ー

ビ ス利 用 者の 意 識 を表
一6，表

一7，表
一8 に 示す。

　利用者は皆，庭 で 〈リラ ッ ク ス 〉 して い た。庭 は く手入れ され

る こ と〉 が最重要 と し，サービス は それを く満 た して い る〉 と考

え て い た。また サービ ス の 利用後，　 〈庭 が変 わ った〉 と答 え，
「手 入 れ が 楽 に な っ た」 「見た 目が よ くな っ た 」 「安全 に な っ た 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　こ とか ら，庭の 作業 を軽減 し
　 表

一6　 利用者の 意識 （庭）

活 動 だ け で な く，副産

物 を得 て い た。
　 自由記 述 の 「モ

ー
ニ

ン グ テ ィ で は時 々 長 い

時 間，利用者 との お しゃ

べ りに盛 り上が り，彼

らか ら 人生 を 学ん だ 」

「サ ービ ス か ら得 た 知

識 に よって 自分 の 庭 の

382

維持管理 が 手軽に な っ て い くの が楽 しか っ た」 とい う意 見か らも

交流 と知 識 を得 て い る こ とが わ か る。「利用者 は サービ ス の 次 の

訪問 ま で 庭 の 維 持管理 を楽 しみ続 ける こ と が で きる 」 「ガーデニ

ン グ サ
ー

ビス は 高い 料 金を支払 わずに 庭を楽 しみ続 けるこ とがで

き，コ ミ ュニ テ ィ との 関係を維持 し続 け た い 高 齢者 に と って 便利

で 慈善事業の よ うで ある 」 とい う意見 か ら，こ の サ ービ ス が高齢

者 と庭の 関係，高齢者 と コ ミ ュ
ニ テ ィ の 関係 を存続 させ る もの と

い う認識が あ る こ と が わ か る。

　　　　　　　　 図
一6　ボ ラ ン テ ィ アの 意識

5 ．結 　論

　 オ
ー

ス トラ リア の 住宅所有 に お い て 庭の 管理 は必然的な もの で

あ る が，高齢者が 自宅 に 暮 らす 場合，自身で 行 うこ とは 困難で あ

る 。 行政か らの 助成を受 けて い る ガ
ー

デ ニ ン グサ ービ ス 団体は 高

齢者，障害者，介護者を対象と して ボラ ン テ ィ ア の 協力の 下，ガー

デ ニ ン グサ ービ ス を安価 に 提供 し ，ロ
ーメ ン テ ナ ン ス な 庭へ と作

り替 え る こ と を 目的 と して い た。

　 こ の サービ スの 意義 と して 社会福祉 と地域社会の 健 全化 の 2点

が 挙 げ られ る。社会福祉 と して は，利用 者 は 高齢 や病 気 を理 由 に

庭 と の 関 わ りを 変 え て きた が，サ
ー

ビス の 利用 で ロ
ー

メ ン テ ナ ン

ス且つ 手人れ され た 庭を 取 り戻 し，庭 との 関係性及 び 自宅生 活継

続 に よ る コ ミ ュニ テ ィ と の 関係 性 を も存 続 す る こ と が可 能 とな っ
た 。また ，地域内の ボ ラ ン テ ィ ア が 行 う コ ミ ュ ニ テ ィ サ

ー
ビス と

い う安全性が起閃 し，ボ ラ ン テ ィ ア を通 じて利用 者が社会活 動に

積極的 に 参加す る状 況 が 生起 して い た 。次 に，地 域 社 会 の 健 全 化

と し て ，ボ ラ ン テ ィ ア 同 上 の 交流，ボ ラ ン テ ィ ア と利 用 者 との 交

流が生 まれ，そ れ ぞ れ 友人を得 て い た 。 ま た，ボ ラ ン テ ィ ア は活

動 を通 じ て や りが い ，ガ ー
デニ ン グ知 識，技 術を 得 て い た 。

　以 上，本論 の 結 論 で あ る が，生 活 空 問 と して の 庭 特有 の 意 義及

び 日本で の 事業展 開の 叮能性 に関 して は稿 を改め て 考察 した い 。
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